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概要 日本でNPOと されているのは,民 間の小規模な市民活動団体であり,か な り限定

的な概念になっている。 このような日本におけるNPO概 念 が,ど のようにして形成され

たかを探ることがわれわれの研究の目的である。そのうち初期の段階でとりわけ重要な役割

を果たした日本ネットワーカーズ会議について,各 種の資料およびキーパーソンとのインタ

ビューによって調査 した。その発足の過程や活動の内容を詳細に記述する。
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Abstract In Japan, a concept of nonprofit organization is restricted. That covers 

only small civil groups. A purpose of this study is searching why and how that 

narrow concept formed. Especially, I observe Nihon Networkers' Kaigi (JNC; Japan 

Networkers' Coference) that played important role in early stage. In this paper, I 

describe the process JNC started and their activities in detail. The data collected by 

analysis of documents and interviews. 
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1.は じ め に

NPOと いう言葉が世間一般に定着 したのはそれほど前のことではない。せいぜいこの

10年ほどのことである。 とりわけ1998年3月 に成立 し,同 年12月 より施行 された特定非営

利活動促進法によって特定非営利活動法人が設立されるようになり,そ れがNPO法 人

と通称されるようにな ったことがNPOと いう言葉を普及させ る大 きな要因となった。

特定非営利活動法人は,そ の設立の容易 さもあって,法 の施行から現在に至る10年 ほどの

間に約4万 件 もの設立が見 られた。

そして今 日,NPOま たはNPO法 人 という言葉は,全 国紙において毎 日見 られるよう

になり,街 を歩いていてもNPOと いう文字を,さ まざまなところで見かけるようになっ

た。

しかし,NPOが 非営利組織(nonprofitorganization)の 略称であるということは知

られていても,非 営利組織それ自体の概念は正確に理解 されているわけではない。研究者

の間でも,非 営利組織の定義や範囲について概念が統一されているとはいい難 く,ま たヨー

ロッパにおける社会的経済,社 会的企業などの概念の台頭は,非 営利組織の概念規定をさ

らに難 しくしている。

民間の営利を目的としない団体 という広い概念で非営利組織を規定す ると,そ れは日本

でNPOと 呼ばれているものとは多少ズレがあることに気づ く。例えば,概 念的には典

型であるはずの公益法人はNPOと は区別 して論 じられることが多い。 もちろん,私 立

の学校や博物館なども,NPOと して認識 されることはあまりない。要す るに,日 本で

NPOと されているのは,民 間の市民活動団体で,そ れも比較的小規模な ものという,か

なり限定 されたものなのである。

このような日本におけるNPO概 念が,ど のように して形成 されていったのかを探 る

ことがわれわれの研究の目的である。 日本的なNPO概 念が形成 されたと見 られる時期

は,1980年 代から20年ほどの間でのことであり,わ れわれはその間に刊行 された各種の資

料および関係団体の内部資料の分析 と,NPOと いう言葉が定着 していくのに影響をおよ

ぼした事象に関わったキーパーソンとのインタビューを行 った。

調査の結果,さ まざまなアクターやイベン トが,日 本的なNPO概 念の形成に影響を

およぼしたことが判明したが,本 稿では,そ のうち初期の段階でとりわけ重要な役割を果

たした日本ネットワーカーズ会議について,そ の発足の過程や活動の内容を詳細に記述す
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る(1)。

2.『 ネ ッ トワー キ ング』

1984年9月3日,朝 日新 聞の 「天声人語」 に リッフ.ナックとスタ ンフ.スによ る 「ネ ッ ト

ワーキ ング』 とい う本 が紹介 された。 そ こでは,そ の本には 「もう一つのアメ リカの発見」

とい う副題 がつ いてい ること,そ してネ ッ トワーキ ング とは,連 想 されがちなテ レビの放

送網 の ことではな く,共 通 の問題意識 を持 った人 間が,職 業上 の立場,住 んでいる地域 の

違 いな どに関係 な く,個 人 としてつ なが るとい う,人 び との多種多様 なつ なが りを指 して

いる ことが説 明 されていた。 さらに,翌 週 の9月9日 にその本 に触発 された人 び とによ っ

て始 め られたネ ッ トワーキ ング研究会 の初 の シンポ ジウムが,東 京 の四谷公会堂 で開かれ

ることも紹介 されていた。

この 「ネ ッ トワ ー キ ング』 と い う本 の 原 題 は,惚 帥o謝 η副 肋θFノ競R甲or'碗4

D〃 εc'oα と いうもので,WASP支 配 や,伝 統 的 コ ミュニテ ィや教会 な どを中心 に した既

存 のアメ リカ社会 の秩序 にたい して,オ ルタナテ ィブな価値観 やライ フスタイルを求 め,

そ して実践す る人 び との様子 を レポー トし,さ らにそれを実践 しよ うとす る人 び とのため

に分 野 ごとに代 表的な団体 の連 絡先 まで リス トした ものであ った。全米 の1,600も の ネ ッ

トワーキ ングの調査 をべ一スに してい るとい う同書 の初期 の レポー トが,ジ ョン ・ネイス

ビッツ の1982年 の ベス トセ ラー 『メガ トレン ド』で 引用 された こと もあ り(2),ア メ リカ

で も早 くか ら注 目された。

イ ンターネ ッ トもまだ普及 していなか った時代 に,遠 く離 れたアメ リカの市民 団体 のダ

イ レク トリーな ど,日 本 では実用 的な価値 はほ とん どなか ったが,そ うした実用 的な体裁

と内容 が,ア メ リカのオルタナテ ィブの活発 な動 きの リアル さを伝 え ることにな り,さ ま

ざまな人 び とか ら注 目された(3)。

この本 の価値 を真 っ先 に認 め,日 本 の関係者 に紹介 したのは,今 は亡 き増 田米二 であ っ

た。増 田は労働省 で労働 白書 な どを担 当 していたが,未 来学者 として独立 して,情 報社会

論 の先駆者 として活躍 した。1980年 に アメ リカで出版 され,そ の後 日本 も含 め世界17力 国

語 に翻訳 され た 『ポス ト工 業化社会 と しての情報 社会』(邦 題 『原典 情報社会』)で は,

情 報社会 の到来 とそ こでの中核体 としての 自立 的 コ ミュニテ ィ(voluntarycommunity)

を予 言 していた。

増 田の言 う自主 的 コ ミュニテ ィとは,開 放 的,多 中心 的,重 層 的な 自発 的市民共 同体 で
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あ り,そ れは地域 コ ミュニテ ィと情報 コ ミュニテ ィとに分 け られ るとい う。地域 コ ミュニ

テ ィは,地 域市民運動 を原型 とす るもので,そ れは 自己防衛 や反対 の運動 か ら,地 方 自治

への参加,自 主 的 ・自治 的活動 へ,そ して さらには コ ミュニテ ィの 自主管理 の段 階に発展

す る として いる。一方,情 報 コ ミュニテ ィは,自 立的ア ソシエーシ ョンを原型 として お り,

情 報 とい う社会 的技術 を前提 とす る社会 では,国 際的な広 が りと政策志 向を持つ ものにな

る とす る。 そ してそれは,目 的志 向的な行動様式,知 的創造 的な市民主義 をその基本枠組

み とす る全人類 的な ものにな るとした。

自発 的な活動 や コ ミュニテ ィを,情 報社会 の視点 で とらえる概念 や,コ ミュニテ ィを地

域 的な もの と,情 報 によ って結 ばれ る共通 の関心 を持つ人 々のテーマ的な もの とに分 け る

概念 な ど,増 田が70年 代 か ら提示 していた諸概念 は,そ の後多 くの論者 に借用 され,今 日

の情報社会論,ボ ラ ンテ ィア論,NPO論 の理論的土台 の一つ とな って いる。

こうした近未来 図を描 いていた増 田は,そ の兆 しを実例 で示 した 『ネ ッ トワーキ ング』

に共感 し,当 時高度成長後 の将来 の社会 の姿 につ いて議論 し,社 会参加活動 をテーマに研

究 していた経済企画庁 国民生活局 や国民生活審議会 のメ ンバ ー達 に これを紹介 した。 また

リップナ ックとスタ ンプスにたいしては,「 もう一つ のアメ リカ」 とい う概念 をよりグロー

バ ルな視点 に拡張す るよ うア ドバ イス し,1986年 に 出版 され る 「ネ ッ トワーキ ング』 の改

訂版 ともいえる 『ネ ッ トワーキ ングブ ック』 に影響 を与 えた(4)。

増 田の紹介 を受 けて,経 済企画庁 国民生活局 のメ ンバ ー と,社 会 開発統計研究所 および

民 間企業 のメ ンバ ーか ら翻訳 チームが組 まれ,社 会 開発統計研究所 の理事 であ った橋本家

利 が中心 とな って翻訳作業 が進 め られた(5)。

3.最 初の シンポ ジウム

「天声人語」 の影 響 もあ って,1984年9月9日 の 日曜 日に開催 されたネ ッ トワー キ ング

研 究会 の初の シ ンポ ジウム には,遠 くは北海 道な ど全 国か らさまざまな人 び とが150名 ほ

ど集 まった。研究会 のメ ンバー 自体 も,ボ ラ ンテ ィア関係 の団体 のスタ ッフ,自 治体職員,

財 団スタ ッフな ど多彩 であった。当 日は,市 民運動家,大 学教員,ジ ャーナ リス ト,学 生,

主 婦 な ど,老 若男女 さま ざまな人 び とが集 ま った。

「ネ ッ トワーキ ング もうひ とつの 日本を発見す る」 と題 され たこの シンポ ジウムは,

『ネ ッ トワーキ ング』 の 日本語版監 修者だ った正村公 宏 ・専修大学教授 の 「ネ ッ トワー ク

型社会 をめ ざして」 とい う基調講演 を皮切 りに,シ ンポ ジウム と続 いた。パ ネ リス トは,
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馬 橋憲男(ア ジアの熱帯雨林 を考 え る会),白 川すみ子(杉 並老後を良 くす る会),榊 忠男

(遠 山塾),高 見 裕一(関 西 リサ イクル運動市 民の会),ケ ネ ス ・ウ ィリアム(上 智大学聴

覚言語 障害セ ンター)の5人 で,『 ネ ッ トワーキ ング』の翻訳 を担 当 した社会開発研究所

の所長 の橋本家利 が コーデ ィネーターを務 めた。

フ.ログラムは午前10時30分 か ら午後6時 におよぶ長丁場 だ ったが,シ ンポ ジウムでは壇

上 のパ ネ リス トだけでな く会場 の参加者 か らの意見 も活発 に飛 び出 し,最 後 にはパ ネ リス

トが壇上 か ら降 りて,関 心 テーマ ごとにグループに分 かれ,車 座 にな って話 し合 うとい う

熱気 にあふれた もの とな った(6)。

この頃のネ ッ トワーキ ング研究会 はまだ 自主的研究会で,本 格的な研究会の準備段階だ っ

た。 その発 端 は,日 本青年奉仕 協会(以 下,JYVA)の 『グラスルー ツ』誌 の編集 メ ン

バ ーだ った愼 ひ さ恵 が,書 店 で偶然 「ネ ッ トワーキ ング』 を見つ け,編 集長 を務 めていた

播磨靖夫 に見 せた ことだ った。播磨 はす ぐに反応 し,こ の本 の勉強会 を開始 し,シ ンポ ジ

ウムを計画 した。 この時の様子 を,愼 ひ さ恵 は次 のよ うに話 してい る(7)。

そ の本 を私 が見つ けて きたのは8月 ぐらいか な。 本屋 で見 つ けてきて,播 磨 さん に

「これです よ」 って言 ってね。 そ う した ら,も う即や りま しょうって話にな って,こ

れ(シ ンポジウム)を や ったんです よね,9月 にね。『グラスルーツ』 は,そ うい う

新 しい動 きをや っぱ りア ンテナ高 くして載 っけてい くってい うことを考 えていたので,

ま あこうい うのをやる と,こ れでまたいろんな ものが集 まるんで,そ れをまた 『グラ

スルーツ』 に ってい うよ うに,こ ううま く有機 的にまわ ってい くじゃないです か。

この 自主 的研究会 には,「 グラスルー ツ』 の編集 メ ンバーだ った斎藤信 夫,愼 ひさ恵,

中本啓子,そ れに神奈川県 の職員 で,ま ちづ くり情報 セ ンターかながわ(通 称 ア リスセ ン

ター)に も参加 していた鈴木健一 やその同僚 だ った久住 剛な どが加 わ っていた。

こうした急 こしらえの体制 だ ったため,シ ンポ ジウム当 日も,代 表 だ った播磨 は講演 の

ために出かけ,事 務局 を担 当 していた中本啓子 は体調 を こわ し,会 場 のカギが開かない と

い う トラブル もあ り,神 奈川県 の職員 だ ったメ ンバ ー も含 め,て んて こ舞 いで対応す ると

い う状況 だ った。 また,参 加者 もこうした シンポ ジウムに慣 れない者 も多 く,ピ ン ト外 れ

な質 問や コメ ン トが出た り,ま たそれに対す る非難 が出た りとい うシー ンもあ り,熱 気 と

未熟 さが入 り混 じった ものだ った。
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4.ネ ッ トワー キ ング 研 究 会

ネ ッ トワーキ ング研究会 の主宰者 だ った播磨 は,障 がいのあ る人 の詩 にメ ロデ ィをつ け

てみんなで歌 う 「わたぼ うしコンサー ト」 で有名 とな っていたたんぽぽの家 の代表 で,本

来 は奈良 を本拠地 に活動 していたが,国 際障害者年 の1981年 の1月 に,障 がいのある人 た

ちの埋 もれた文化 を掘 り起 こす ことを 目的 とした 「わたぼ うし文化基金」 を創設 し,同 年

12月 に はその活動拠点 として東京事務所 を構 えた。

そ して播磨 は,理 事 も務 めていたJYVAが 翌 年 の1982年 か ら発行す る 『グ ラスル ー

ツ』誌 の編集 の仕事 を請 ける ことにな り,青 山のマ ンションの一室 に置 かれたその東京事

務所 は,わ たぼ うし文 化基金(た ん ぽぽの家)とJYVAの メ ンバ ーが入 り混 じった編

集室 に もな った。 さらにその知 り合 いな ども出入 りす るよ うにな り,こ の東京事務所 は,

た んぽぽの家 の多様 な活動展 開を模索す るア ンテナ的拠点 としての役割 も担 っていた。

わたぼ うし文化基金 は,わ たぼ うし文学賞 を創設 し,そ の受賞作 の絵本 を刊行 した りと

活発 な活動 を展 開 したが,毎 月 開催 され る定例会 をは じめ とす るネ ッ トワーキ ング研究会

の事務局 と,そ れ と連動す るよ うに 「グラスルーツ』誌 の編集 の仕事 を担 うよ うにな って

い った。

ち ょうどその 頃,筑 紫 哲也が 「朝 日ジャーナル』 の新 しい編 集長 にな り,「 若者 たちの

神 々」 な どの新 しい連載 を開始 していた。 その 「若者 たちの神 々」 の第1回 目に登場 した

浅 田彰 は(8),フ ー コー,ド ゥルー ズ,デ リダな どのポス ト・モダ ンの思想 を図式的 に解説

し,ニ ュー ・アカデ ミズム といわれるブームを巻 き起 こした。播磨 は こうした新 しい思想

を吸収 し,レ ヴィ=ス トロースの 『野生 の思考』における 「ブ リコラー ジュ」や,ド ゥルー

ズ とガタ リが説 く 「リゾーム」 な どの概念 を,さ ま ざまな ところで盛 んに引用 してい る。

それは不揃 いな断片 をつ なぎ合 わせ ることによ って,混 沌 の中か ら創造 的な回路 を発見す

ることであ り,多 様 に入 り組 み,多 方 向的に展 開す る根茎 のよ うなつ なが りを志 向す るこ

とであ るとす る。 こうした概念 を吸収す る中で,ま さにその実践 としてのネ ッ トワーキ ン

グは,播 磨 を強 く惹 きつ けたのであ る。

5.JYVAの 全国ボ ラ ンテ ィア研究集会

1967年 に設立 され,大 阪ボラ ンテ ィア協会 とともに 日本 のボラ ンテ ィア界 を先導す る団
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体 とな って いたJYVA(社 団 法人 ・日本青年奉仕協会)は,1970年 か らさまざまな分野

のボラ ンテ ィア達 の研究集会 であ る全 国ボラ ンテ ィア研究集会 を毎年 開催 してお り,そ れ

は全 国のボラ ンテ ィアグループやグラスルーツの活動 グループな どがネ ッ トワー クを育 む

場 とな っていた。

市民 に よる自発的活動 は,組 織化が強 く意識 された 「運動」 とは また別 の流 れで,「 ボ

ラ ンテ ィア」 とい うむ しろ個人 を単位 とす る活動 として も発展 した。 しか し個人 としての

ボラ ンテ ィア活動 もグループの中で行 われ ることが多 く,そ れが同種 の活動 のネ ッ トワー

クな どに発展す るこ ともあ った。 また 日本 において は,「 ボラ ンテ ィア」 とい う言葉 は,

自発的 に活動を行 う個人 を指すだ けではな く,そ の対象 となる活動 自体 も指す ことが多 い。

そ してその活動分野 は福祉 に限 らず市民活動全般 にわ たってお り,JYVAの 全 国 ボラ ン

テ ィア研究集会 は,そ うした多様 な分野 の活動家達 の交流 の場 とな っていたのであ る。

経済発展,余 暇時間の増大,高 齢化社会 とい った流 れの中で,ボ ラ ンテ ィア活動 は,余

暇時間の活用 の場,生 涯学習 の場 として もそのす そ野 を広 げてい った。 また,学 校教育 の

場 で もボラ ンテ ィアの意義 が語 られ,教 育 プ ログラムの一環 として導入 され るな ど,ボ ラ

ンテ ィア活動 の範 囲や意識 が拡大 してい った。 そ うしたよ り参加 しやす い,開 かれたボラ

ンテ ィア とい う流 れの一方 で,か つ ての組織化志 向,リ ーダー中心 的な運動 とは違 うスタ

ンスで社会 を変 えてゆ こうとす る活動 の芽 も,JYVA周 辺 や全 国で出始めて いた のであ

る。1988年 の 全 国ボラ ンテ ィア研究集会 は,「 多発 ・多元 ・多重す るネ ッ トワーキ ング」

とい うテーマの下 に3日 間にわた って33の 分科会 が持 たれ,千 人近 くの参加者 があ った。

そ こにはアメ リカのネ ッ トワーキ ングに勝 るとも劣 らない多様 なネ ッ トワーカーが集 ま っ

た。 この全 国ボラ ンテ ィア研究集会 は,2003年 ま で34年 間 にわた って続 け られた。

アメ リカで 『ネ ッ トワーキ ング』が刊行 されたの と同 じ1982年 に,JYVAが 「ボラ ン

テ ィアのためのニ ューマガ ジン」 をキ ャッチ フレーズに した 『グラスルーツ』 の刊行 をス

ター トさせた の も決 して偶 然で はなか った。 日本 において も,「 もう一 つの 日本」 を 目指

したネ ッ トワーキ ングは着実 に広 が り始 めていたのであ る。無償 の奉仕活動 の中に も問題

の発見 やその解決 に向けた運動1生を意識 していた人 び とや,既 存 の価値観 やライ フスタイ

ルを見 つめな お して,「 もう一 つの 日本」 を 目指 そ うと して いた人 び とに,ネ ッ トワーキ

ングとい う言葉 は非常 に新鮮 に響 き,そ して手 ごたえを感 じさせ る ものだ った。

播磨 が 「ネ ッ トワーキ ング』 に打 てば響 くよ うな反応 を示 したのは,そ うした新 しい動

きを意識 して発刊 された 『グラスルーツ』 の編集者 として,こ うした時代 の先端 的な動 向

をは っき りと感 じていたか らであ る。
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6.日 本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 へ

1985年3月 の準備会 を経 て,こ の 自主 的研究会 はネ ッ トワーキ ング研究会 に発展 した。

この研究会 には,神 奈川県庁 内でネ ッ トワー ク研究会 とい う自主 的研究会 を開催 していた

鈴木健一一,久 住 剛,鈴 野和重 や,ト ヨタ財 団の渡辺元,リ サイ クル運動市民 の会 の高見裕

一
,朝 日新聞の西村秀俊な どが参加 し,ト ヨタ財 団の支援 も受 けなが らさ らに拡大 してい っ

た。1985年4月13日 に催 された第1回 定例会 には,住 民図書館 の丸山尚をコーデ ィネーター

に,「 朝 日ジャーナル』 の 「ネ ッ トワーキ ング」担 当者 の平地芳和,安 藤真,石 塚雄大 ら

がゲス トス ピーカー として招 かれた。

この研 究会 は,「 グラスル ーツ』 と 「朝 日ジャーナル』 とい う二 つのメデ ィアと連動 し

なが ら,ほ ぼ月に1回 のペースで定例会等を重ね,そ して1989年3月 の定例会を もってい っ

たん閉 じ,4月 か ら日本 ネ ッ トワーカーズ会議へ と発展解消す る。東京 での定例 フォーラ

ム24回,津 山,代 々木,札 幌,松 本,足 利,宇 部 の6箇 所 での移動 フォーラム,そ の他 の

ものを含 めて33回 に及 んだネ ッ トワーキ ング研究会 は,増 田米二 や歴史学者 の網野善彦 な

ど多彩 なゲス トス ピーカーによ る話題提供 と,さ ま ざまな分野 の活動家 や研究者 が入 り混

じり,そ れ 自体 が リゾーム的なネ ッ トワーキ ングとな っていた。

1989年11月 に は 日本 ネ ッ トワーカーズ会議 は,そ の研究 の成果 の確認 と実践 のために,

第1回 日本 ネ ッ トワーカーズ ・フォーラムを開催す る。 この フォーラムは 「ネ ッ トワーキ

ングが開 く新 しい世界」 をテーマに,「 ネ ッ トワーキ ング』の著者の二人を招 き,600人 を

超す参加者 を集 めた。

東京 での フォーラムの後,大 阪での フォーラムのために関西入 りしたスタ ンプス とリッ

プナ ック夫妻 そ してその愛娘 は,奈 良 のたんぽぽの家 に滞在 し,そ こで 日本 の さま ざまな

ネ ッ トワー カー達 との非公開の意見交換会 を持 った り,連 日さまざまな ことを語 り合 った。

彼 らは フォーラムやたんぽぽの家 に集 った 日本 のネ ッ トワーカー達 の多様性 と熱気 に,日

本 こそネ ッ トワーキ ングの先進 国だ と感 嘆 した とい う。 その時の様子 を播磨 は次 のよ うに

語 ってい る(9)。

こ こ(た んぽぽの家)で,ず いぶん一緒 に リップナ ック ・スタ ンプス と ミーテ ィング

を して……。 その時にね,実 はお もしろか ったんです よ。 日本 でね,東 京 と大 阪 とた

んぽぽのホールでいろいろ会議 した後,飲 んだ りしてパ ー ッとや ったんです け どね。
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そ の時に リップナ ック ・スタ ンプスが,ネ ッ トワーキ ングはアメ リカよ りも日本 の方

が進 んで るん じゃないか ってい うんです よね。 これにはみんな 「え一 っ」 て。 どうい

うことか って。そ ういうふ うにあちこち全国か らこうい った人達が来 て,集 まってネ ッ

トワーキ ングにつ いて議論す る姿見 た りして,ア メ リカなんか,こ うい うことないん

とちが うか,日 本 の方 が進 んで るって。

増 田米二 のア ドバ イスを受 けて,1986年 の著書 では 「もう一つ のアメ リカ」 か ら 「見 え

ざる惑星(invisibleplanet)」 と いうグローバ ルな視点 に達 していた リップナ ック とスタ

ンフ.スは,日 本 でその現実 の姿 を垣 間見 たのであ った。彼 らは,そ の後 の1993年 の著書 の

序文 の中で,こ の時の様子 を次 のよ うに述懐 している(lo)。

一 九八九年
,わ れわれは トヨタ財 団の招聰 に応 じて,さ ま ざまな集会 とともに第一 回

「日本 ネ ッ トワー カー ズ会議」 で基調講演 を行 うため に日本 を訪 れた。 旅行 中に,身

障者 問題 の活動家,農 民,芸 術家,学 生,教 師,ジ ャーナ リス ト,ビ ジネスマ ン,医

師,弁 護士,自 治体職員 な どあ りとあ らゆ る種類 の人 たちに出会 った。

7.JNCの 第2回 フ ォー ラ ム

1989年 に第1回 目の フォー ラムを開催 した 日本 ネ ッ トワーカー ズ会議 は,1992年 に は

「ネ ッ トワーキ ングを形 に!～ 個人 と社会の新 しいあ り方 を考え る～」 をテーマ に,第2

回 の フォーラムを開催す る。掲 げ られたテーマ こそ前 回の フォーラム と同 じくネ ッ トワー

キ ングに関す るものであ ったが,実 際の内容 はNPOを 中心 とした ものであ った。

この第2回 の フォーラムにはアメ リカのNPO界 の 大物達 が顔 をそ ろえ,NPOや そ れ

を支援す る社会 システムが初 めてその全貌 を現す ことにな った。 もちろん研究者 の世界 で

もす でに民 間非営利組織 への関心 が高 ま ってお り,公 益法人協会 の 『公益法人』誌 な どに

は欧米 の状況 を伝 え るレポー トが掲載 された り,経 営学 やマーケテ ィング論 な どの分野 で

は非営利組織 に関す る翻訳書 も出始 めていた。 しか し,実 際の非営利組織 の関係者 をそろ

え,「NPO」 と いう略称 とともに広 く日本 に紹介 したのは,こ のフォー ラムが初 めてであ っ

た。

ア メ リカではNGOと い う言葉 は一般 的であ った ものの,NPOと い う非 営利組織 の

略称 は用 い られていなか った。 しか し,日 本 ネ ッ トワーカーズ会議で は,宗 教 団体,病 院,
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大学,博 物館 とい った もの も含 む非営利組織全般 ではな く,そ の中で も市民活動 団体 とし

ての ミッシ ョンや スピ リッツを持 った ものに焦点を当てて 「NPO」 とい う略称 を用いた。

す で にNGOと い う言葉 は 日本 の中で もある程 度定着 してお り,国 際 関係 の民間非営利

活動 団体 はもとよ り,活 動が国内 に限 られる市民活動団体 の場合 に も,政 府 か らの独立性,

民 間の 自発性 を示す ためにNGOと 称 す るこ とがあ った。 そ う した略称 と してのNGO

が ひ とつ の先行例 とな ってNPOと い う略称 が採用 され,普 及 して いった とい う面 もあ っ

た。 しか し,日 本 ネ ッ トワー カーズ会議 の第2回 フ ォーラムでは,「 ネ ッ トワー キ ングを

形 に!」 とい うテーマが示す よ うに,抽 象 的なイメー ジがあ ったネ ッ トワーキ ングを形 に

す るもの として非営利組織 が注 目されたため,非 営利組織全般 とい うのではな く,社 会変

革型 の非営利組織 にその焦点 が当て られたのである。

こうしたNPOの 解 釈 はその後 も引 き継 がれ,日 本 においてはNPOと い う場合 には,

広 義 の非営利組織 ではな く,市 民活動 団体 を中心 に民 間性 が強調 されてい る。

また,こ れまで 日本 における民間の公益的活動の主た る受 け皿 となっていた公益法人 は,

そ の中に行政 の外郭 団体 をは じめ とす る行政補完型 といわれ るよ うな,行 政 と深 いつ なが

りを持つ団体 も存在 していた。その ため,公 益 法人 は,民 間性 を強調 した新 しい,「 もう

一 つの 日本」 を築 くための方 法 と してのNPOの 概 念 とはマ ッチ しない と考 え られ たの

である。

た とえば,そ の後,日 本 のNPOの 全 国的 セ ンター と して1996年 に 設立 され る 日本

NPOセ ンターで は,NPOに つ いて 「医療 ・福祉 ・環 境 ・文化 ・芸術 ・ス ポー ツ ・まち

づ くり ・国際協力 ・交流 ・人権 ・平和 な ど,あ らゆ る分野 の市民活動 団体等 の民 間非営利

組織 で,民 間の立場 で活動す る ものであれば,法 人格 の有無 や種類 は問わない」 とい うの

を基本 的理解 とした。 そこでは,NPOの 概 念 として,法 人 格以上 に市民性,民 間性 が強

調 されてい るのであ る。

日本 ネ ッ トワーカーズ会議 が,わ ず か2,3年 の 間にその中心 テーマをネ ッ トワーキ ン

グか らNPOへ と シフ トさせ るようにな ったのにはい くつ かの背景が あった。最初 のき っ

かけは,1987年 の鈴木健一 の訪米 であ った。 それは神奈川県 の調査 として派遣 された もの

であ ったが,高 見裕一 や増 田米二 な どか ら非営利組織 や情報 メデ ィアな どの新 しい動 向を

聞いていた鈴木 は,非 営利組織 に焦点 をあててアメ リカを回 った。

彼 の同僚 で,ネ ッ トワーカーズ会議 で もい っしょに活動 していた久住 剛は,帰 国 した鈴

木 の話 を聞 いて刺激 を受 け,第1回 目のフ ォーラムの後,自 らも欧米視察 の機会 を作 った。

アメ リカの民 間 シンクタ ンクのアーバ ン ・イ ンステ ィテ ユー トにいた上野真城子,イ ギ リ
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ス の グラ ン ドワー ク ・トラス トにか かわ って いた小 山善 彦,そ してNPOに つ いて独 自

に訪米調査 や研究会 を行 っていた山岸秀雄 が紹介 したアメ リカ人 のデボラ ・マ クグ ロフリ

ンな どか ら,そ れぞれ現地 の情報 と人 を紹介 して もらい,久 住 は1991年 に2ケ 月 にわた っ

てアメ リカ とイギ リスのNPOを 見 て回 った。

デボラ ・マ クグ ロフリンらの人脈 と,野 心家 や挑戦者 を尊重す るアメ リカ人 の気風 とが

相 ま って,日 本 にNPOを 作 るためにア メ リカに勉 強 しに来 た と自己紹介 した久住 は,

ア メ リカのNPO界 の そ うそ うた る顔 ぶれ と接触す ることにな った。 ここでのア メ リカ

のNPO関 係 者 との関係作 りは,日 本 ネ ッ トワーカー ズ会議等 のその後 の フォー ラムや

調査 に大 き く貢献す る。

ネ ッ トワーキ ング研究会 の立上 げ以来,若 手 メ ンバ ー達 の指導者 的な立場 にあ った播磨

は,ま だネ ッ トワー キ ング研 究会 だ った頃か ら鈴木 の報告を受 けてNPOの こ とを知 っ

ていた。 しか し,ネ ッ トワーキ ング とい う言葉 が一種 のブームにな り,単 な る人脈作 りの

ことのよ うに受 け取 られて い く状況 を見 て,NPOも そ の二 の舞 にな ることを危惧 してい

た。 そ のため,あ え てNPOを 前 面 に出す こ とを抑え るよ うに鈴 木や久住 に指示 してい

た。久住 は次 のよ うに話 してい る(11)。

実 はネ ッ トワー カー ズ ・フ ォーラムの中ではですね,NPOっ て 言葉 は使 うな ってい

う話 が しば らくあ ってです ね。 にわかに紹介 してはな らない ってい う。 これ,播 磨 さ

んの厳命 があ ってです ね。 なぜ か ってい うとです ね,ま あネ ッ トワーキ ングの時に実

は反省 があ ったんです よ。要す るに,わ け も判 らず にネ ッ トワーキ ングがば あ一ん と

紹介 されたのはいいんだけれ ども,『 ネ ッ トワーキ ングの奇跡』 って いう本があ って,

そ れなんか,ネ ッ トワーキ ング ってい う言葉 を人脈 づ くりってい うふ うに,奴 らは読

み替 えて しま ったんです ね。 これはよろ しくない と。

しか し,も はやNPOに 封 印 を してお ける状況 ではな くな っていた。民 間非営利 セ ク

ターの台頭 は世界 的な動 向 とな っていた し,エ ール大学 や ジョンズ ・ホプキ ンス大学 での

非営利組織研究 は,日 本 の研究者 も知 るところ とな っていた。 ドラ ッカーの 『非営利組織

の経営』 が上 田惇生 と田代正美 の経 団連 コンビによ って翻訳 され,公 刊 されるの もち ょう

どその頃であ った。 またマーケテ ィング論 の世界 で ドラ ッカーに匹敵す る立場 にあ るコ ト

ラーの 『非営利組織 のマーケテ ィング戦 略』 も同 じ1991年 に翻訳 出版 されている。

日本ネ ットワーカーズ会議の第2回 の フォーラムには,リ スポンシブ ・フィラ ンソロピー
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全 国委員会事務 局長で,後 に日本NPOセ ンターのモデル とな るイ ンデ ィペ ンデ ン ト・

セ クターに も関係 していた ロバ ー ト・ボズウ ェル,全 米最大 のマネ ジメ ン ト・サポー ト・

オーガニゼー シ ョンであったサ ポー トセ ンターズ ・オ ブ ・アメ リカの リチ ャー ド・ス ミス,

ジ ョイス財 団の前理事長 でデニス商会会長 の クレイグ ・ケネデ ィ,そ してデボラ ・マ クグ

ロフリンとい った アメ リカのNPOの 最 前線 にいる関係者が演台 に立 った。 その様子は,

読 売,朝 日,毎 日,日 経,産 経,中 日な どの各紙 で も大 き く紹介 された。 それは非営利組

織 とい うものが,一 部の研究者 や関係者 だけに しか知 られなか った時代 か ら,NPOと い

う呼び名 と共 に社会一一般 に知 られる時代 に入 った瞬間で もあ った。

8.お わ り に

本稿においては,日 本にNPOの 概念をもたらし,普 及させる役割を果たした日本ネッ

トワーカーズ会議の成 り立ちから,そ れが全国紙で一斉に報 じられるようなフォーラムを

開催 し,日 本的な 「NPO」 概念を定着させる土台を築いたところまでを詳細に記述 した。

わずか20年 ほど前のことにすぎないが,民 間の人々の自発的な運動であったということ

もあり,既 に資料は関係者たちの手元から散逸 しており,彼 らの記憶も薄れはじめていた。

それは一一つには,そ の後,1995年 の阪神淡路大震災を経験 し,NPO法 といわれた特定非

営利活動促進法の成立が急速な勢いで進んだことなど,よ りドラスティックな動きが起 こ

り,NPOに かかわる関係者たちはその渦の中に巻き込まれていったという事情 もある。

しかし,た しかに阪神淡路大震災は,法 が成立 しNPOが 普及する大きなきっかけと

なったが,そ こにはここで記述 したような多様な動きが,す でに重層的に重ねられていた

ことを忘れてはならない。

*本 稿 は平成20年 度科学研究費補助金 「中間支援組織を媒介とするイシュー ・ネットワークの研

究(課 題番号18600010)」(研 究代表 ・吉田忠彦)の 研究成果の一部である。

また,本 稿をまとめるにあたって,日 本NPOセ ンター,日 本国際交流センター,た んぽぽ

の家,日 本ネットワーカーズ会議の各団体,お よび鈴木健一氏(神 奈川県)か ら貴重な資料の

提供を受けた。インタビューのコーディネー トについては,日 本NPOセ ンターの田尻佳史事

務局長,新 田英理子主任,沖 本由季さん(柏 市研修生)の ご協力を得た。共に記 して感謝 した

い。そして何より,貴 重な時間を割いてインタビューに応じていただいた方々には深く謝意を

表 したい。
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注

(1>い わ ゆ る厚 い記述 の意義 について は,ク リフ ォー ド・ギアー ツ 「文 化 の解釈 学1』

(吉 田禎吾,中 牧弘允,柳 川啓一 訳)岩 波書店,1987年5月 を参照 の こと。

(2)ジ ョ ン ・ネイス ビッツ(翻 訳書,1983),199-200頁 。

(3>同 書 の影響 か ら生 まれた活動 としては,こ こで記述 したネ ッ トワーキ ング研究会 や 日

本 ネ ッ トワー カーズ会議以 外 にも,「 朝 日ジ ャーナル』 にお ける 「ネ ッ トワーキ ング」

の連 載,そ の後の 日本 のNPO界 の リー ダーのひ と りとな る加 藤哲夫 を中心 とす る仙

台 での 「セ ンダー ドマ ッププロジ ェク ト」,1986年10月5日 か ら10日 ま での6日 間,豪

華客船 を借 りきって,520人 に およぶ市民活動家,学 生,ジ ャーナ リス トな ど多様 な人

び とが交流 しなが ら,神 戸 と沖縄 を往復 した 「ばななぼ うと」,野 草社 の 『もうひ とつ

の 日本地 図』 な どが あげ られ る。 その他,多 くのNPO関 係 者 が 同書 に触 発 され た こ

とを語 ってい る。

(4>Lipnack,J.andJ.Stamps(1986),1ρ ダψcε.

(5>橋 本 家利(白 井 国際交流協会会長,元 社会 開発研究所長)と のイ ンタ ビュー(2006年

12月8日 於:日 本NPOセ ン ター会議 室)

(6>こ の シ ンポジウムの様 子は,『 グラスル ーツ』第13号(1984年11月1日),2-7頁 に

レポー トがあ る。

(7)愼 ひ さ恵(日 本 ネ ッ トワーカーズ会議事務局)と のイ ンタ ビュー(2006年12月9日,

於:ニ ンジン事務所)。

(8>「 若 者た ちの神 々 ①浅 田彰」「朝 日ジャーナル』1984年4月13日 号

(9)播 磨 靖夫(日 本NPOセ ンター代 表理 事,た んぽぽ の家理事長)と のイ ンタ ビュー

(2006年8月2日 於:た んぽぽの家会議室)

(10>J・ リ ップナ ック/J・ スタ ンプス 「チームネ ッ トー境界突破 によ る競争優位』鶴 田

栄作監訳,富 士通経営研修所1994年,18頁 。

⑪ 久住 剛(パ ブ リック ・リソースセ ンター代表理事,神 奈川県職員)と のイ ンタビュー

(2006年8月15日 於:日 本NPOセ ンター会議室)
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